











『母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研 究』第7号 をお届 けします。
本 号では 「バイ リンガル、バイ リテ ラシーを育てるために」 とい う特集 のもと、
招待論文2本 、研究論文3本 を掲載す る運びとな りました。
招待論文1の 「継承語教育文献デー タベースの構築 一中間報告一」(中島和子、
田中順子、森 下淳也 ・著)は 、継承語教育の文献をデー タベース化す るとい う画
期 的な取 り組みの中間報告で、「継承語 日本語教育に関す る文献のデー タベース
化 と専門家養成」(科学研究費補助金基盤研究(B)代 表 ・中島和子)に 基づ く
プロジェク トの最初の2年 間の成果 をま とめたものです。文献の収集に関わった
世界各地域のMHB会 員にとっても、一般の継承語教育関係者 にとっても、この
論文 を通 してデータベース完成 に至 るまでのプロセスを共有化す ることが期待 さ
れ ます。
招待論文2の 「バイ リンガル教育のための リサーチ ・メソッ ドー リサーチの種
類 と必要条件一」(湯川笑子 ・著)は 、バイ リンガル研究 を進 めるためのメタ研
究です。MHB紀 要第1号 か ら第6号 に掲載 された論文を事例 として、バイ リン
ガル教育の基本的な研究方法がわか りやす く丁寧に示 され ています。 これか ら研
究を構想 しようとい う人や、 これまでに行 った調査や実践を論文にま とめよ うと
い う人は、研究の質を高めていく上での重要な手がか りをこの論文の随所に見い
だす ことができるで しょ う。
研究論文3本 の うち、は じめの2本 は期せず して 「ベ トナム」 とい う共通項 を
もつ論文 とな りま した。論文1「在 日ベ トナム系児童 の継承語 としてのベ トナム
語能力」(西川(長 谷川)朋 美 ・著)は 、ベ トナム系児童のベ トナム語能力をイ
ンタ ビュー調査によって とらえたものです。一方、論文2「ベ トナム難 民2世の
語 りにみ るバイ リンガル育成 の可能性一 ライフス トー リー ・インタビュー手法を
用いて一」(中川康広 ・著)は 、 日本の大学に進学 した難 民2世とその父親 に焦
点を当て、彼 らがベ トナムやベ トナム語 にこれまでどう向き合 ってきたかをライ
フス トー リー ・イ ンタビュー とい う手法 を用いて明らかに しています。
日本におけるバイ リンガル教育においても、1世の子 どもに加 え、その 「子 ど
も」が成人 した後 をも視野に入れて研究 を進める状況に入 っていることを、 これ
ら二つの論文は示 していると言えます。
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